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　猪名川町留守家庭児童育成室指導員	

 ／猪名川町臨時・嘱託等職員労働組合	


　　執行委員長　本田　さとみ	


明治大学「自治労寄附講座・地方自治体と労働組合」	


自治体の�
　不安定雇用労働者・臨時非常勤労働者の�
　　　　　　　　　　　　　　　　　現状と労組の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�



はじめに、ちょっと体験	


ちょっと体験、子どもの立場 
 
ちょっと体験、保護者の立場 
 
ちょっと体験、指導員の立場 
 
	




本日の講義の流れ	


・何故組合が必要か 
 
・組合結成後の活動 
 
・臨時・非常勤職員の実態 
 
・現状と課題	




学童保育とは	




年	
 　経過	
 　運営機関	


1996	

留守家庭児童育成室事業開始	

　　１校開室	


猪名川町	


2000	
 　　５校開室	
 ↓　	


2002	
 教育委員会に担当部署変更	
 ↓	


2005	

民間会社に運営を委託	

　　１校開室	


民間会社	


2008	
 　　　　　　　組合発足	
 ↓　	


2008	
 労働局から指導	
 ↓	


↓	
 ↓	
 ↓	


これまでの簡単な流れ	




民間委託当時の問題点	


子どもの安全面が保障できない 
 
子どもの健全育成がなおざりにされる 
 
指導員の処遇が悪くなっていく 
 
労働基準法を守らない	




町・教育委員会	
 町・教育委員会	


×

留守家庭児童育成室	


委託会社�

子会社�

町・直営の場合の指示系統	
 民間委託にしていた時の指示系統	


町・教育委員会	


留守家庭児童育成室	




組合の必要性	


組合あり	
 組合なし	


職場での問題点・不満	
  
会社側からの一方的な勤務条件の変更	


	
  
仲間で相談	
  

要求書の提出	


	
  
	
  

交渉	


泣き寝入り	
  
愚痴で終わる	


職場の改善	
  
待遇改善	


未解決	




交渉の成果	

１年目（2008年）�
�
　・超過勤務手当の支給�
�
    ・休憩の取得�
�

　・交通費の支給�
�

　・異動の提示を２週間前までに�
�

　・支援児童の為の加配�
　　（規定外）�
�

　・時給のアップ�
�

　・研修参加費支給　�
�

　�
　�
 
 
　 
　 
　	


2年目（2009年）�
　�
　　・新型インフルエンザ休業補償�
　　・懐中電灯の各校育成室配布�
　�
3年目（2010年）�
　　・特別支援児童入所について事前研修�
　�
4年目（2011年）�
　　・保育は育成室ですることの確認�
�

5年目(2012年）�
�

　　・１週間の入室準備期間を�
　　・夏休みの応援要員の早期の確保�
 
　 



組合大会の様子	




組合ニュース	




今年度(2013年）の猪名川町	
  
留守家庭児童育成室の状況	


・町内に６校の小学校があり、全体の児童数は2184人 
 
・５校に育成室が開室されていて、育成室児童は200人 
（内２校に各２クラスの育成室がある。） 
 
・40人までの児童に対して、基本的に常時2人の指導員配置 
 
・支援児童1人に対して指導員1人を加配 
 



育成室名	
 定員	

今年度の	

在籍数	


現在の	

待機児童	


　　猪名川小学校育成室 37	
 13	
 　	


　　楊津小学校育成室	
 25	
 13	
 　	


　　大島小学校育成室　（休室）	
 （37）	
 　	
 　	


　　松尾台小学校育成室 37	
 28	
 　	


　　白金小学校育成室　Ａ 37	
 30	
 　	


　　白金小学校育成室　Ｂ 37	
 30	
 　	


　　つつじが丘小学校育成室　Ａ	
 40	
 40	
 5	


　　つつじが丘小学校育成室　Ｂ	
 40	
 40	
 5	


各育成室の児童数	




 	
  

 　	
  

 	
  

臨時職員の実態	


正規職員が�
誰もいない職場�

私たち(臨時職員）が
いないと成り立たない�

etc 

職場の責任者は臨時職員	


勤務表を私たちで調整	


保護者にとっても 
臨時職員が責任者	




働くということ	

↓	


臨時職員	

だからと適当に

仕事なんて	

できない	


保護者の思
いにも	


答えたい	


ｅｔｃ	


なぜここまで�
働かないといけないの？�
でも・・・�

半年ごとに区切られている雇用�

これが年収100万円台の責任？�

子どもたちに	

責任はない	




職場の課題	

�

・ミーティングができないので、子どもの状況を共有できない。�
�
・一日保育（12時間）が6時間の2交代制のため、申し送りの�
　時間が持てない。�
�
・備品が揃っていない。�
�
・定員が増えたのに指導員数を増やしていない。�
�
・指導員の研修がない。�
�
・各育成室に合わせた防犯防災対策が確立されていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 



                              ２０１３年５月  日 

 猪名川町教育委員会 

 教育長 辰巳 昌男 様 

                                          猪名川町臨時・嘱託等職員労働組合 

                            執行委員長  本 田  さとみ 

 

団体交渉実施の申し入れ 

 

 私たちは、猪名川町の留守家庭児童育成室で働く指導員の組合です。留守家庭育成事業

の町直営化は、私たち組合の第一の目標であり、今回の直営化で子ども達の安全安心を得

られる第一歩となったことはとても嬉しく、評価するものであります。しかし、８年もの

長い委託後の直営化であり、４月に間に合わせるべく、現場の状況を把握しないまま見切

り発車的に開始されたこともあり、育成室の現場では、子ども達の安全確保や指導員の仕

事がやりにくい状態となっています。子ども達の安全を確保し、指導員がより良い保育を

していくことは、この留守家庭児童育成事業を成功させていくためには不可欠と考え、議

題について至急の改善を求めます。 
 つきましては下記により団体交渉を実施するよう申し入れます。 
 

 

記 

 
１． 議題 
（１） 在籍数が３５人を超える育成室には、３人の指導員を配置すること。 
（２） 各育成室に１台の電話機を設置すること。 

（３） 一般指導員にも通勤費を出すこと。 

（４） 育成室内ミーティングを月２回実施すること。 

（５） 勤務時間内は２人以上の勤務とすること。 

（６） ６時間勤務の問題点について。 

（７） 指導員の研修について。 

（８） 事務局リーダー、育成室リーダー、一般指導員の仕事内容を明確にすること。 

 
２． ５月  日、 日のいずれか午前１０時から１２時までの２時間で設定し、 

 猪名川町内で実施すること。 
なお、団体交渉実施の日時は、５月  日までに連絡されたい。 
 

以上 

要求書	


回答	


交渉	




正規組合から旗の贈呈	


が	
　頑張りましょう　!�
�
ありがとうございます♪�

　　　�

よかったねぇ	

美しい光景だ	




仲間と	



